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公
益
社
団
法
人 

国
民
健
康
保
険
中
央
会

原
理
事
長
よ
り
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

と
国
保
直
診
の
役
割
」
と
題
し
て
講
演
が
行

わ
れ
た
。 

原
理
事
長
は
ま
ず
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
と
は
何
か
」
と
、
広
島
県
御
調
町
で
の

地
域
包
括
ケ
ア
の
取
組
の
経
緯（
変
遷
）や
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
。 

続
け
て
、「
自
助（
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
）

と
互
助
（
住
民
主
体
の
支
え
合
い
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
確
保
）
の
取
組
の
推
進
」
に
つ
い

て
、
今
後
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
と
認
知
症
高
齢

者
が
増
加
し
て
い
く
が
、
そ
の
一
方
で
元
気
な

高
齢
者
も
増
え
て
お
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
は
『
自
助
』・『
互
助
』・『
共
助
』・

『
公
助
』
の
役
割
分
担
で
実
現
し
、
そ
の
た
め

に
は
『
共
助
』（
介
護
保
険
や
医
療
保
険
）
が
基

本
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
『
自
助
』（
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
）
と
『
互
助
』（
生
活
支
援
・
住
民
主

体
の
支
え
合
い
）
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る

と
述
べ
た
。 

ま
た
、「
医
療
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
」
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
医
療

提
供
体
制
を
取
り
巻
く
状
況
や
地
域
医
療
構
想

に
つ
い
て
の
説
明
を
通
し
て
、
病
院
完
結
型
医

療
か
ら
地
域
完
結
型
医
療
へ
、
治
す
医
療
か
ら

支
え
る
医
療
へ
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

し
、今
後
の
医
療
機
能
の
分
化
・
連
携
の
強
化
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
推
進
に
つ

い
て
述
べ
た
。 

地
域
包
括
ケ
ア
を
進
め
る
上
で
、「
医
療
」
が

そ
の
中
核
的
役
割
を
果
た
し
、
国
保
直
診
施
設

に
は
「
地
域
に
不
足
す
る
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
」、「
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
の
役
割
」、「
地
域
づ
く
り
の
司
令
塔
の
役
割
」

を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
、
講

演
は
終
了
し
た
。 

   

   

続
い
て
、
質
問
形
式
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
参
加
者
よ
り
「
理
想
で
は
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
整
っ
て
い
る
が
、
実
際

市
町
村
レ
ベ
ル
ま
で
降
り
て
き
た
時
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
か
」
と
い
う

質
問
に
対
し
て
「
市
町
村
レ
ベ
ル
で
気
を
付
け

て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
目

は
市
町
村
長
ご
自
身
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
、

市
町
村
長
が
し
っ
か
り
と
意
識
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
市
町
村
の
中
で
色
々
と
出
来
る
こ
と
が
あ

る
と
、
二
つ
目
は
地
域
ケ
ア
会
議
を
多
職
種
連

携
の
司
令
塔
と
市
町
村
に
義
務
付
け
て
い
る
の

で
、
是
非
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。 
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平
成
２９
年
１１
月
１８
日
（
土
）、
長
岡
市
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
」
に
お
い
て
「
平

成
２９
年
度
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
医
療
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。 

 

公
益
社
団
法
人 

国
民
健
康
保
険
中
央
会 

理
事
長 

原 
勝
則 

氏
に
よ
る
講
演
と
、
質

問
形
式
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。 

国 診 協
に
い
が
た 

講 

演 

『
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

国
保
直
診
の
役
割
』 

質
問
形
式
で
の デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

 

国保中央会原理事長による講演 

質問形式のディスカッション 
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平
成
２９
年
９
月
１５
日
（
金
）、
宮
城
県
仙
台

市
「
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
に
て
、
平
成
２９

年
度
東
北
地
方
国
保
診
療
施
設
協
議
会
連
絡
会

議
が
開
催
さ
れ
た
。 

前
段
に
、「
東
北
地
方
国
保
診
療
施
設
協
議
会

会
長
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
国
保
診
療
施

設
協
議
会
の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
理
事
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
、
冒
頭
の

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
新
田
篤
東
北
地
方
国
保
診

療
施
設
協
議
会
会
長
は
国
保
直
診
の
こ
れ
ま
で

の
経
緯
に
触
れ
、「
皆
様
方
に
は
今
後
も
高
齢
化

の
問
題
や
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

等
に
関
わ
る
様
々
な
問
題
が
あ
る
が
、
国
保
直

診
の
充
実
の
た
め
一
層
の
ご
尽
力
を
賜
り
た
い
」

と
述
べ
た
。
次
い
で
来
賓
の
押
淵
徹
全
国
国
保

診
療
施
設
協
議
会
会
長
は
「
本
日
の
連
絡
会
議

が
地
域
医
療
構
想
に
向
け
て
の
課
題
解
決
の
さ

ら
な
る
一
歩
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と

挨
拶
。 

そ
の
後
、
会
則
に
よ
り
新
田
篤
会
長
を
座
長

と
し
、
平
成
３０
年
度
の
役
員
選
出
（
案
）
に
つ

い
て
事
務
局
の
説
明
後
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
た
。 

主
な
協
議
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。 

 

  

○
平
成
３０
年
度
の
役
員
選
出
（
案
）
に
つ
い
て 

 

・
会
長
は
福
島
県
か
ら
１
名
、
副
会
長
は
新
潟

県
と
宮
城
県
か
ら
各
１
名
、
任
期
は
平
成
３０
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
３１
年
３
月
３１
日
ま
で
。 

   

そ
の
後
、「
総
合
診
療
専
門
医
制
度
に
お
け
る 

国
保
直
診
の
取
組
み
に
つ
い
て
」
～
こ
れ
か
ら 

の
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
を
担
う
総
合
医
を
育 

て
る
た
め
～ 

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ 

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
本
県
か
ら
は
本
協
議
会 

藤
森
副
会
長
が
「
病
院
の
役
割
を
分
析
し
、
地

域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
の
役
割
、
地
域
包
括

ケ
ア
の
中
で
の
役
割
を
認
識
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、研
修
医
に
は
在
宅
医
療
、緩
和
ケ
ア
、

高
齢
者
ケ
ア
、
臓
器
別
で
な
い
病
棟
診
療
・
外

来
診
療
、
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
経

験
し
て
も
ら
い
、
多
様
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
包

括
的
か
つ
柔
軟
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
指
導
医

と
と
も
に
成
長
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
発
表
し

た
。 平

成
３０
年
度
の
東
北
地
方
国
保
診
療
施
設 

協
議
会
連
絡
会
議
は
、福
島
県
で
開
催
さ
れ
る
。 

    

協 

 

平
成
２９
年
９
月
２０
日
（
水
）、
２１
日
（
木
）

の
２
日
間
、
東
京
都
港
区
芝
公
園
の
ホ
テ
ル
メ

ル
パ
ル
ク
東
京
・
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、「
国
保
新
時
代
へ
翔
び
た
と
う
、
国
保
直
診

～
国
保
制
度
改
革
を
見
据
え
て
～
」
を
メ
イ
ン 

テ
ー
マ
に
、
全
国
か
ら
千
二
百
名
が
参
集
し
、

全
国
国
診
協
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。 

学
会
は
押
淵
学
会
長
の
開
会
の
挨
拶
、
来
賓

の
挨
拶
に
続
き
、
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

 

 

引
き
続
き
、
平
成
２９
年
度
国
診
協
会
長
表
彰

（
受
賞
者
４４
名
）
及
び
昨
年
の
第
５６
回
全
国

国
保
地
域
医
療
学
会
〔
山
形
県
・
秋
田
県
開
催
〕

で
の
優
秀
研
究
表
彰
（
受
賞
者
５
名
）
が
行
わ

れ
た
。 

１
日
目
は
、
渡
辺
俊
介
・
国
際
医
療
福
祉
大

学
大
学
院
教
授
よ
り
「
地
域
包
括
ケ
ア
で
真
の

安
心
を
構
築
す
る
に
は
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

演
が
あ
り
、
会
員
宿
題
報
告
、
国
保
直
診
開
設

者
サ
ミ
ッ
ト
、
２
日
目
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
教

育
セ
ミ
ナ
ー
、
看
護
・
介
護
、
在
宅
医
療
推
進
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
摂
食
嚥
下
を
テ
ー
マ

と
し
た
４
つ
の
専
門
分
科
会
、
５
つ
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
と
公
開
講
座
が
行
わ
れ
た
。 

研
究
発
表
で
は
、参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

口
演
発
表
、デ
ジ
タ
ル
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
あ
り
、

合
計
で
約
２
３
０
題
の
発
表
が
行
わ
れ
、
会
場

は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。 

学
会
の
最
後
を
飾
る
公
開
講
座
は
、
国
診
協

診
療
所
部
会
長
・
福
井
県
お
お
い
町
名
田
庄
診

療
所
の
中
村
伸
一
所
長
よ
り
「
健
康
を
越
え
た 

“
健
幸 

”へ
～
誰
で
も
幸
せ
に
な
れ
る
確
か
な

方
法
は
あ
る
の
か
？
～
」
に
つ
い
て
講
演
さ
れ

た
。 

 

来
年
度
の
第
５８
回
全
国
国
保
地
域
医
療
学

会
は
徳
島
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
メ
イ
ン
テ

ー
マ
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
で
日
本
の
未
来
を
切

り
ひ
ら
こ
う
～
海
・
山
・
川
の
恵
み
の
阿
波
の

国
で
の
実
践
」
で
、
平
成
３０
年
１０
月
５
日
（
金
）、

６
日（
土
）の
２
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
る
。 

協
議
事
項 

 

 

 

    

 

第 57回全国国保地域医療学会  押淵 学会長 

地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
役
割
、 

地
域
包
括
ケ
ア
で
の
役
割
の
認
識
が
大
切 

成
長
す
る
こ
と
が
大
切 
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平
成
３０
年
３
月
、
運
営
委
員
の
日
程
調
整
の

関
係
で
、
新
潟
県
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協

議
会
第
２
回
運
営
員
会
の
協
議
事
項
を
書
面
に

よ
り
協
議
し
た
。 

平
成
２９
年
度
事
業
報
告
（
案
）、
会
計
歳
入

歳
出
決
算
見
込
み
（
案
）、
平
成
３０
年
度
事
業

計
画
（
案
）
及
び
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（
案
）

等
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
全
て
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
た
。 

      

（
１
）
平
成
２９
年
度
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協

議
会
事
業
報
告
（
案
）
に
つ
い
て 

 

新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
関
係
は
平
成

２９
年
７
月
６
日
（
木
）
に
総
会
、
１１
月
１８
日

（
土
）
に
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
医
療

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。 

ま
た
、
全
国
国
保
診
療
施
設
協
議
会
関
係
は

５
月
１９
日
（
金
）、
２０
日
（
土
）
に
第
３１
回 

地
域
医
療
現
地
研
究
会
、
９
月
２０
日
（
水
）、
２１

日
（
木
）
に
第
５７
回
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会

が
開
催
さ
れ
、
東
北
地
方
国
保
診
療
施
設
協
議

会
関
係
は
９
月
１５
日
（
金
）
に
東
北
地
方
国
保

診
療
施
設
協
議
会
会
長
会
議
・
連
絡
会
議
が
開

催
さ
れ
た
。 

 

（
２
）
平
成
２９
年
度
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協

議
会
会
計
歳
入
歳
出
決
算
見
込
み
（
案
）
に

つ
い
て 

 

原
案
ど
お
り
承
認 

 

（
３
）
平
成
３０
年
度
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協

議
会
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て 

 

新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
関
係
は
７
月

に
総
会
、
全
国
国
保
診
療
施
設
協
議
会
関
係
は

５
月
１８
日
（
金
）、
１９
日
（
土
）
に
第
３２
回

地
域
医
療
現
地
研
究
会
、
１０
月
５
日
（
金
）、

６
日
（
土
）
に
第
５８
回
全
国
国
保
地
域
医
療
学

会
が
開
催
さ
れ
る
。 

 

ま
た
、
東
北
地
方
国
保
診
療
施
設
協
議
会
関

係
は
９
月
２１
日
（
金
）
に
東
北
地
方
国
保
診
療

施
設
協
議
会
会
長
会
議
・
連
絡
会
議
が
開
催
さ

れ
る
。
そ
の
他
の
行
事
予
定
に
つ
い
て
は
次
頁

別
表
の
と
お
り
。 

（
４
）
平
成
２９
年
度
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協

議
会
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（
案
）
に
つ
い
て 

 

原
案
ど
お
り
承
認 

 

（
５
）
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
役
員
補

充
選
任
及
び
互
選
（
案
）
に
つ
い
て 

 

新
発
田
市
国
保
紫
雲
寺
診
療
所
が
平
成
３０

年
３
月
３１
日
付
で
閉
院
の
た
め
、
坂
井
洋
一
郎

副
会
長
が
退
任
す
る
こ
と
に
伴
い
、
会
則
に
基

づ
き
新
発
田
市
国
保
紫
雲
寺
診
療
所
よ
り
推
薦

さ
れ
た
上
越
市
国
保
清
里
診
療
所
畠
山
牧
男
所

長
が
新
運
営
委
員
と
な
り
、
副
会
長
互
選
の
結

果
、
新
副
会
長
と
な
っ
た
。
任
期
は
平
成
３０
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
３０
年
８
月
３１
日
ま
で
と

な
る
。 

 

（
６
）
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
会
則
の

一
部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て 

 

 

会
員
の
会
費
に
つ
い
て
、
本
協
議
会
会
則
第

１３
条
に
第
２
項
（
別
表
１
（
第
１３
条
関
係
））

「
会
員
の
会
費
」
を
追
加
す
る
。 

な
お
、
会
務
で
研
究
発
表
を
行
っ
た
場
合
の

報
酬
等
に
つ
い
て
も
本
協
議
会
会
則
第
１５
条

に
第
２
項
を
追
加
し
、
第
１５
条
別
表
３
の
と
お

り
支
給
す
る
。 

ま
た
、
第
１３
条
別
表
１
を
新
た
に
追
加
す
る

た
め
、
第
１５
条
第
１
項
の
別
表
１
を
別
表
２
と

改
め
る
。 

 

（
７
）
平
成
３０
年
度
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協

議
会
医
療
セ
ミ
ナ
ー
（
案
）
に
つ
い
て 

 

 

平
成
３０
年
度
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議

会
医
療
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て
、
平
成
２８

年
度
と
平
成
２９
年
度
の
医
療
セ
ミ
ナ
ー
の
実

施
状
況
を
踏
ま
え
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
早

期
に
行
い
、
集
計
結
果
を
７
月
の
運
営
委
員
会

並
び
に
総
会
に
諮
り
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

                       

 

    

協
議
事
項 
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平成 30年度 

新潟県国保診療施設協議会行事予定 

平成 30年                      平成 31年 

5 月 18日（金）19日（土）              1月予定 

・第 32回地域医療現地研究会               ・地域包括医療・ケア研修会                 東京都 

岡山県・岡山市、備前市 

6 月予定                       2月予定 

・全国国保診療施設協議会社員総会          東京都  ・都道府県協議会会長・協議会設置都道府県 

国保連合会事務局長合同会議  東京都 

7 月中旬                       3月中旬 

・新潟県国保診療施設協議会総会・           ・新潟県国保診療施設協議会第２回運営委員会    

第 1回運営委員会・監事会  新潟市・自治会館別館                 新潟市・自治会館別館 

9 月 21日（金） 

・東北地方国保診療施設協議会会長会議・連絡会議   

福島県・福島市 「ホテル福島グリーンパレス」 

10月 5日（金）6日（土）              時期場所未定（決定次第ご連絡いたします） 

・第 58回全国国保地域医療学会    徳島県・徳島市  ・平成 30年度新潟県国保診療施設協議会医療セミナー 

            「アスティとくしま」 

第 58 回全国国保地域医療学会 
メインテーマ 

地域包括ケアで日本の未来を切りひらこう 

～海・山・川の恵みの阿波（あわ）の国での実践～ 

 

会期：平成 30年 10月 5日（金）・6日（土） 

 

会場：アスティとくしま 

                   （徳島県立産業観光交流センター） 

 

主催：公益社団法人全国国民健康保険診療施設協議会 

公益社団法人国民健康保険中央会 

                 徳島県国民健康保険診療施設運営協議会 

                 徳島県国民健康保険団体連合会 

 


